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こちら町長室×教育改革
「
教
育
の
ま
ち 

田
川
」実
現
を
目
指
し
て
！

　

近
年
、
社
会
経
済
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
中
学
校
や
高
等
学
校
の
教
育（
中

等
教
育
）環
境
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
田
川
地
区
で
も
、
よ

り
学
力
水
準
の
高
い
他
地
区
の
高
等
学
校
や
中
高
一
貫
教
育
校
な
ど
に
進
学
す
る
児
童

生
徒
が
増
加
し
、
本
地
区
の
生
徒
数
や
学
力
水
準
が
他
地
区
に
比
べ
て
、
低
下
傾
向
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
平
成
26
年
12
月
、
本
地
区
１
市
６
町
１
村
の
首
長

で
構
成
す
る「
一
部
事
務
組
合
立
中
学
校
設
立
準
備
会
」を
発
展
解
消
さ
せ
、「
田
川
地

区
中
等
教
育
環
境
整
備
検
討
委
員
会
」が
新
た
に
発
足
。
こ
れ
ま
で
検
討
を
重
ね
、
本

地
区
で
も
公
立
中
高
一
貫
教
育
の
制
度
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
結
論
に
達

し
、
３
月
11
日
に
、
同
委
員
会
の
永
原
譲
二
委
員
長（
大
任
町
長
）と
二
場
公
人
副
委

員
長（
田
川
市
長
）な
ど
関
係
者
が
、
小
川
洋
県
知
事
と
城
戸
秀
明
県
教
育
長
に
対
し
、

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
教
育
を
通
じ
て
子
ど
も

達
に
夢
と
希
望
で
溢
れ
る
学
校
生

活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
夢
と
希
望
を
持
っ

て
い
る
子
は
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ

た
と
き
で
も
、
く
じ
け
ず
自
ら
の
目

標
に
向
か
っ
て
進
ん
で
行
っ
て
く
れ

る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。ま
た
、

一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に

向
か
っ
て
努
力
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
田
川
の
明
る
い
未
来

が
訪
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

私
が
今
回
こ
の
よ
う
な
事
を
伝

え
た
か
っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
出
張
な
ど
で
学
校

を
訪
れ
た
際
に
将
来
の
こ
と
に
つ
い

公
立
中
高
一
貫
校
の
広
が
り

　
平
成
10
年
６
月
、
学
校
教
育
法
が
一

部
改
正
さ
れ
、
公
立
の
中
高
一
貫
教

育
を
選
択
的
に
導
入
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
全
国
で
公
立
中
高
一
貫
教
育
校
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。福
岡
県
内
で
も
、

育
徳
館
中
・
高
等
学
校（
み
や
こ
町
）

を
は
じ
め
、
昨
年
４
月
に
は
嘉
穂
高
校

（
飯
塚
市
）に
附
属
中
学
校
が
整
備
さ

れ
る
な
ど
、
現
在
、
５
つ
の
県
立
中
高

一
貫
教
育
校
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
地
区
か
ら
こ
れ
ら
の
中
学
校
に

進
学
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
し
か

し
、
交
通
費
や
通
学
時
間
な
ど
の
負
担

が
大
き
く
、
ま
た
、
家
庭
の
事
情
で
他

地
区
の
中
高
一
貫
教
育
校
な
ど
に
進

学
で
き
な
い
状
況
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
検
討
委
員
会
で
は
、
田
川
地
区
に

も
、
公
立
の
中
高
一
貫
教
育
校
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
結
論
に
達
し

ま
し
た
。

田
川
の
未
来
を
占
う
４
つ
の
案

　
今
回
提
出
し
た
要
望
書
に
は
、
４
つ

の
案
を
示
し
て
い
ま
す（
左
図
）。
こ

れ
ら
の
案
で
は
実
施
主
体
や
そ
の
運
営

な
ど
に
加
え
、
利
点
や
課
題
点
な
ど
も

細
か
く
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
要
望
書
に
込
め
た
８
市
町
村
の
思
い

を
受
け
取
っ
た
小
川
県
知
事
は「
筑
豊

地
区
の
現
状
を
踏
ま
え
、
新
た
な
学
力

向
上
策
が
模
索
さ
れ
い
る
と
こ
ろ
。
県

と
し
て
も
、
今
後
は
地
区
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
一
緒
に
検
討
し
て
い
き
た

い
」と
語
り
、
城
戸
県
教
育
長
は「
県
教

育
委
員
会
と
し
て
も
田
川
地
区
の
教
育

振
興
は
大
き
な
課
題
。
ソ
フ
ト
の
充
実

も
図
り
な
が
ら
、
環
境
改
善
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

未
来
を
担
う
人
材
育
成

　
今
後
は
今
回
提
出
し
た
要
望
書
を
基

に
、
本
地
区
の
未
来
を
担
う
若
者
た
ち

を
育
成
し
て
い
く
た
め
の
方
策
を
、
福

岡
県
、
県
教
育
委
員
会
と
本
地
区
１
市

６
町
１
村
が
強
力
な
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん

で
、
よ
り
よ
い
方
向
に
進
ん
で
い
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（A案）
本地区の市町村で構成する一部事務組合が整備・運営。既存施設を
最大限に有効活用し、校舎などの新規建設は可能な限り行わない。

（Ｂ案）
福岡県と本地区の市町村で構成する一部事務組合が整備・運営。
既存施設を最大限に有効活用し、校舎などの新規建設は可能な限
り行わない。

（Ｃ案）
福岡県が整備・運営。校舎などの整備に関して、本地区の市町村
の財政負担はなし。

（Ｄ案）
福岡県が福岡県立大学の附属中高一貫教育校として整備・運営。
既存施設を最大限に有効活用し、校舎などの新規建設は可能な限
り行わない。

田川地区での中高一貫教育校整備案

夢
と
希
望
を
も
た
ら
す
教
育

て
聞
く
と
、「
そ
の
と
き
が
来
て
か

ら
考
え
ま
す
」と
い
う
返
答
を
近
年

よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
は
、
教
育
を

通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望

を
持
た
せ
る
た
め
に
も
、
自
ら
の
夢

に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
け
る
教
育

環
境
を
作
り
た
い
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
か
つ
て
の

教
育
の
ま
ち
田
川
が
復
活
を
遂
げ

ら
れ
る
よ
う
、
福
岡
県
・
県
教
育
委

員
会
と
連
携
を
築
き
、
中
等
教
育

環
境
の
改
善
・
整
備
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
本
町
で

も
、
教
育
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ

職
場
の
見
学
や
体
験
な
ど
の
機
会

を
積
極
的
に
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
多
種

多
様
な
職
種
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

現
場
で
仕
事
を
体
験
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
機
会

も
増
え
、
将
来
の
選
択
肢
が
増
え

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
大
き
く

な
っ
た
と
き
に
は
、
目
標
を
持
っ
た

素
晴
ら
し
い
人
材
に
な
っ
て
く
れ
る

と
思
う
か
ら
で
す
。

　
私
は
、
今
後
と
も
現
在
の
状
況

に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
な

る
田
川
の
発
展
に
向
け
、
力
の
限

り
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
も
、

町
民
の
皆
様
ど
う
か
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

要望書を手にする写真①小川県知事（左）と写真②城戸県教育長
（左）、左右とも、その左から二場田川市長、永原大任町長、松村
安洋田川市副市長①

②
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人事異動

新規採用職員紹介

　さらに効率的な事務事業の執行を図るため、町職員の異動を
行いました。異動者は次のとおりです。

異動・昇格・再任用【４月１日付】※敬称略
■課長
▶水道課長兼観光農園所長 松本 英明 （産業経済課兼特産品開発課主幹）

■係長
▶会計係長 安武 友也 （企画財政係長）
▶産業経済課係長 楠 幸樹 （産業経済課主査）
▶税務課賦課係長 米丸 洋和 （総務企画財政課主査）
▶企画財政課第一係長 永原 毅 （税務課主査）
▶企画財政課第二係長 神﨑 恵 （総務企画財政課主査）
▶税務課徴収係長 田河 伸幸 （税務課主査）
▶事業課土木係長 佐々木 雅俊 （事業課主査）

■主査
▶住民課福祉主査 藤村 正宏 （住民課福祉主事）

■主事
▶ 教育委員会 松本 幸子 （総務企画財政課）
▶ 住民課 辰己 晴香 （教育委員会）
▶  産業経済課 山本 麻美 （総務企画財政課）
▶ 総務企画財政課 植髙 梢 （住民課）
▶  総務企画財政課 鍋田 祐貴 （住民課）
▶  住民課 坂東 夢美 （特産品開発課）
��
■再任用
▶  田川地域幹線道路対策室 東田 重孝
▶  福岡県介護保険広域連合田川・桂川支部 奥田 圭子

退職者【３月 31 日付】※敬称略
■退職者
▶  黒木 彰 （総務企画財政課）
▶  奥永 義秀 （水道課）
▶  内田 克代 （住民課）

問総務企画財政課　人事係　☎ 63・3000

　税務課でのやりがいは、税と
いった日常生活に欠かせないもの
を扱う課であるため、日々覚える
ことがたくさんあるところです。
また、窓口でもあるため、町民の
みなさんと直接コミュニケーショ
ンが取れる、大切な場所でもあり
ます。

「この仕事に誇りを持ち、町民の
皆さんのお役にたてる人材に成長
ること」を抱負に今後も頑張りま
すので、よろしくお願いします。

　やりがいを感じるときは、町や町
民の皆様にかかわる仕事をしている
ときです。大任町で育ったので、こ
のような仕事をしていると、町に恩返
しができているのではないかと思うと
きがあります。大変なことは、税に
関する知識が必要なことで、初めて
聞く単語がかなり多かったことです。
町や町民の皆様のために一生懸命働
きたいと思います。現状に満足せず、
向上心を持ってのぞみたいと思いま
すので、よろしくお願いいたします。

　まだ右も左も分からず、不安で
いっぱいですが、何事にも一生懸
命取り組んでいきたいと思います。
　早く仕事を覚え、社会人として
の自覚と責任感を持ち、一日でも
早く大任町の戦力になれるよう、
日々努力していきたいと思ってお
ります。どうぞ、よろしくお願い
します。

　教育課社会教育係の池本大昭
です。私は主に通学合宿や学童
保育など、子どもたちと関わる
ことが多い仕事の担当になりまし
た。他にもおおとう未来塾やおお
とう未来広場の副担当になりまし
たので、子どもたちと楽しくふれ
あいながらいろいろなことを学ん
でいきたいと思っています。
　また何事にも全力で取り組んで
いきたいと思いますのでよろしく
お願いします。

　住民課に配属となりました、渡
邉研策です。新しい環境というこ
ともあり、覚えることも多く、不
安な気持ちでいっぱいですが、住
民の皆様の笑顔に日々癒されてい
ます。
　最初はご迷惑をおかけすると思
いますが、大任町住民の皆様のお
役に立てるよう、一生懸命取り組
んでいきます。

　私は総務企画財政課で広報を
担当しています。広報の仕事を始
めて感じたことは、大変だけれど
大任町の良さを広報紙などを通じ
て学べるということです。
　大任町出身ではありませんが、
これから多くの場所に足を運び知
識を得て、町民の皆様に満足して
頂けるような広報紙やホームペー
ジなどを作成していけるよう日々
努力していきますので、よろしく
お願いします。

■繰入金   　　　　４億2,281万円
■町税   　　　　３億4,707万円
■使用料及び手数料 　　　　　　9,616万円
■諸収入   　　　　　　4,601万円
■分担金及び負担金 　　　　　　4,297万円
■その他   　　　　　　1,362万円
自主財源  　　　　　　　　９億6,864万円
■地方交付税  　　　  16億5,701万円
■国庫支出金  　　　  10億6,770万円
■地方債   　　　　9億9,553万円
■県支出金  　　　　２億2,969万円
■地方消費税交付金 　　　　　　5,074万円
■地方譲与税  　　　　　　2,580万円
■その他   　　　　　　2,123万円
依存財源  　　　　　　　  40億4,770万円

平成28年度予算総額
61億4,954万円

前年度予算　11億5,752万円
対前年度比【▲97.9％】

特別会計とは、特定の歳入・歳出を一般会計と区別し
て経理する会計です。主にみなさんが支払う保険

税や水道代などでまかなわれています。

　本年度の一般会計予算は昨年度と比べ、約10億 6,451万円
増額し、歳出削減に力を入れた当初予算を編成。特別会計をあ
わせた予算総額、約61億 4,954万円で平成28年度のまちづ
くりに取り組んでいきます。

本年度 対前年度増減額

国民健康保険事業
特別会計 ９億3,430万円 ▲1,876万円

後期高齢者医療
特別会計 6,655万円 555万円

水道事業会計 １億3,235万円 ▲610万円

特別会計予算　11億3,320万円

歳出は、使用する目的によって民生費
（老人福祉や子育て支援などに使

われるお金）や公債費（道路や公園、町営住
宅などを整備するときに借りたお金の返済に
使われるお金）、土木費（道路や町営住宅な
どの整備や維持管理に使われるお金）などの
各項目に分けられます。
　本年度の主な事業は子育て世帯を支援す
る町営の下今任団地整備の予算を計上。今後
も計画的な経費削減を図りながら、「最小の
経費で最大の効果をあげる」より良いまちづ
くりに取り組んでいきます。

■土木費   　　　　16億5,561万円
■公債費   　　　　10億5,286万円
■民生費   　　　　10億3,288万円
■総務費   　　　　４億2,447万円
■教育費   　　　　２億6,995万円
■衛生費   　　　　２億  438万円
■農林水産費  　　　　１億4,065万円
■消防費   　　　　　　9,948万円
■議会費   　　　　　　6,643万円
■諸支出金  　　　　　　6,013万円
■その他   　　　　　　  950万円

歳入は、町税など自主的な収入にな
る「自主財源」と、国や県により

定められた額を交付されたり、割り当てられ
たりする「依存財源」の２つに分けられます。
この自主財源が多いほど行政活動の自主性と
安定性を確保することができます。

一般会計予算　50億1,634万円
自主財源（19％）

依存財源（81％）

（  ）内は構成比

地方債（借金）残高
区分 平成 26 年度末 平成 27 年度末（見込）

一般会計 101億2,610万円 101億1,713万円

区分 平成 26 年度末 平成 27 年度末（見込）

一般会計 30億504万円 31億2,420万円

基金（貯金）総額
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まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

　４月 2 日から開催された、第 3 回ポニーリーグ九州連
盟親善大会に、田川ホークスが出場。この大会は、ポニー
ベースボール協会の代表チームと他リーグからの招待チー
ムが集い、親善を深めることを目的として行われています。
　決勝戦は、強豪の大牟田ビクトリーで一昨年の１年生大
会決勝で敗れた相手でしたが、持ち前の粘りの野球で延長
戦の末に見事勝利。キャプテンの原田大樹君（添田中）は

「大牟田はやっぱり強かった。この勝利を自信に変えて全
国制覇を目指し頑張ります。」と力強く語っていました。

優勝カップを勝ち取った
第3回ポニーリーグ九州連盟親善大会

▼第3回ポニーリーグ九州連盟親善大会で見事優勝しました

　「子供と高齢者の交通事故防止」を基本に、平成 28 年度、
春の交通安全県民運動が、４月６日から 15 日まで 10 日
の期間で実施されました。初日には、交通事故をなくす町
民運動本部主催の交通安全祈願祭を開催。交通安全協会関
係者をはじめ、約 40 人が参加し、頭を下げて無事故を祈
願しました。
　その後のパレードでは、道の駅で約 20 人の関係者がチ
ラシやグッズを配布し、安全運転を推進。交通弱者に対す
る思いやりある運転を呼びかけました。

年度初めに交通安全を祈る
春の交通安全町民運動

▲道の駅もみじ館前で安全運転を呼びかける関係者たち

　3 月 28 日、大任町青少年子供会の主催で、22 人の子ど
もたちが青少年科学館に行きました。
　この日は、会場にある四つの謎を解き、隠された秘宝を見
つけ出す「名探偵コナン謎解きチャレンジ」と、指紋鑑定や足
跡鑑定について学べる「科学捜査展」が開催され、子どもたち
はとても楽しみながら謎を解いていました。実際に参加した
子どもたちに感想を聞いた結果、仲間と協力して謎を解けた
ときの喜びは大きかったと話していました。

夢を持って欲しいから
仲間との絆を深めた子ども会

▲仲間と協力して謎を解き終え集合写真撮影に笑顔の子どもたち

　３月23日大任町役場職員の中からボランティアを募り、
終業後約１時間をかけて、大任中央公園やレインボーホー
ル、大任中央線（さくら街道）などの清掃を行いました。
　町が力を入れている花いっぱい運動の成果で、ゴミがほ
とんど落ちていなかったため、枯れ葉や雑草などを手分け
して集めました。今回の清掃活動は、マラソン大会前に会
場周辺を清掃することを目的としたもので、清掃活動をし
た職員は「町のイベントに参加してくださる方に、少しで
も気持ちよく走っていただきたい」と話していました。

マラソン大会前の清掃活動
役場職員がボランティア活動を実施

▼ゴール地点を少しでもきれいにしようと雑草を取り除きました

▲心地よい春風の中で大会を満喫する参加者 ▲商工会女性部のしじみ汁を求めて長蛇の列 ▲抽選会もたくさんの人たちでいっぱいでした

4
月
３
日
に
26
回
目
を
迎
え
た
「
お
お
と
う

マ
ラ
ソ
ン
」、
そ
し
て
「
第
28
回
花
い
っ
ぱ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

大
会
開
催
に
あ
た
り
、
交
通
安
全
協
会
や
政

策
研
究
会
な
ど
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

支
え
ら
れ
、
参
加
者
が
安
心
し
て
完
走
で
き

る
環
境
を
整
備
。
今
任
小
学
校
の
原
田
優
月

ち
ゃ
ん
、
永
原
倖
人
く
ん
、
吉
川
飛
翔
く
ん

の
３
人
が
選
手
宣
誓
を
堂
々
と
し
た
姿
で
果

た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
２
km
ス
タ
ー
タ
ー
の
合
図
と
と

も
に
一
般
と
高
校
生
以
上
が
ス
タ
ー
ト
。
心

地
よ
い
春
風
と
満
開
の
桜
に
、
さ
く
ら
街
道

が
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
内
で
は
、
商
工
会
女
性
部
が

腕
に
よ
り
を
か
け
て
作
っ
た
し
じ
み
汁
が
無

料
で
振
る
舞
わ
れ
て
お
り
、
ラ
ン
ナ
ー
や
訪

れ
た
人
々
が
長
蛇
の
列
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

他
に
も
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
た
こ
焼
き
、

う
ど
ん
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
食
べ
物
が
販
売

さ
れ
、
早
々
に
売
り
切
れ
た
店
も
あ
っ
た
よ

う
で
し
た
。

　
さ
て
、
表
彰
も
終
わ
り
最
終
ラ
ン
ナ
ー
も

ゴ
ー
ル
し
、
大
会
も
終
盤
に
差
し
掛
か
か
っ

た
正
午
過
ぎ
、
お
待
ち
か
ね
の
大
抽
選
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。
８
等
か
ら
順
に
発
表
さ
れ

る
抽
選
番
号
に
、
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
す
る

抽
選
参
加
者
た
ち
。
３
等
の
携
帯
型
ゲ
ー
ム

機
抽
選
の
際
に
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
期

待
の
声
や
悲
鳴
な
ど
で
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
周

辺
は
大
変
な
騒
ぎ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
最

後
の
抽
選
が
終
わ
り
、
多
く
の
人
が
帰
路
に

つ
く
中
、
主
催
者
代
表
の
永
原
町
長
か
ら
サ

プ
ラ
イ
ズ
。
な
ん
と
、
ゲ
ー
ム
機
が
３
台
、

１
等
が
１
本
追
加
さ
れ
、
会
場
は
大
盛
り
上

が
り
。
お
い
し
い
食
べ
物
に
う
れ
し
い
サ
プ

ラ
イ
ズ
で
、
町
の
魅
力
を
存
分
に
満
喫
す
る

こ
と
が
で
き
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

史上最多出走者数―――
満開のさくら街道を駆け抜けたランナー 2,063人
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問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
住
民
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
９
０
５

　住民の皆さんに納めていただく町税（町県民税、固定資産税、軽自動車税など）
は、まちづくりや住民の皆さんの暮らしを支える大切な財源です。この町税は、
定められた納期限までに自主的に納付していただくようになっています。
　大任町では税負担の公平性を保つため、納期限内に納付されない滞納者に対
して、督促状を送付し納税を促すほか、それでも納税に応じない場合は預貯金
や給与の差し押さえを行っています。また、納期限までに納付されない場合は、
督促手数料や延滞金も発生します。これらの滞納整理には、多額の費用がかかっ
てしまい、その費用も皆さんの税金から支出されることになります。町税を有効
活用するためにも、納期限内の納付にご協力をお願いします。
※平成28年度の各町税の納期限は下表のとおりとなっています。
問税務課　☎63・3002

　税務課から町税の納期限内納付のお願い

1 期 2 期 3 期 4 期

町県民税
平成28年
６月30日

平成28年
８月31日

平成28年
10月31日

平成29年
1月31日

固定資産税
平成28年
5月31日

平成28年
８月31日

平成28年
10月31日

平成28年
12月26日

軽自動車税
平成28年
5月31日

ー ー ー

町税
納期

◉
国
民
年
金
の
保
険
料

　

自
営
業
・
学
生
な
ど
の
第
１
号
被
保

険
者
は
、
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
も
と

づ
き
保
険
料
を
納
め
ま
す
。
保
険
料
は

月
額
１
万
６
千
２
６
０
円
で
す
。

※
保
険
料
は
毎
年
度
２
８
０
円
ず
つ
引
き

上
げ
、
平
成
29
年
度
以
降
は
１
万
６
千

９
０
０
円
で
固
定
さ
れ
ま
す（
保
険
料
額

は
物
価
や
賃
金
の
伸
び
な
ど
に
応
じ
て

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◉
前
納（
割
引
あ
り
）

　

１
年
分
や
半
年
分
な
ど
を
ま
と
め
て

納
め
る
前
納
に
す
る
と
、
保
険
料
が
割
引

に
な
り
ま
す
。
納
付
書
に
よ
る
現
金
納
付

も
で
き
ま
す
が
、
口
座
振
替
で
前
納
す
る

ほ
う
が
割
引
率
は
高
く
な
り
ま
す
。

◉
口
座
振
替（
割
引
あ
り
）

　

納
め
忘
れ
が
な
く
、
手
続
き
も
簡
単

な
口
座
振
替
は
、
保
険
料
の
割
引
制
度

を
利
用
で
き
る
の
で
、
お
す
す
め
で
す
。

毎
月
保
険
料
を
納
め
る
な
ら
、
当
月
分

の
保
険
料
を
当
月
末
に
引
き
落
と
す「
早

割
」を
申
し
込
む
と
月
額
50
円
の
割
引
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
前
納
す
れ
ば
、
さ

ら
に
割
引
が
あ
り
ま
す
。

問
お
客
様
相
談
室

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G海洋センター・サボテンハウス

☎63・4832

ふるさと館おおとう・B&G体育館
☎41・2055

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

住民課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場
くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課・特産品開発課 ☎63・3001

教育課（学校教育係・社会教
育係） ☎63・3110

　障害者相談員を紹介します
　障害者相談員は、障がいのある方やそのご家族を対象
に、日常生活などにおける身近な問題に関して、相談に
応じ、必要な助言を行います。相談内容は秘密厳守です。
　各相談員は次のとおりです。※敬称略
身体障害者相談員　三宅�力　☎63・2030（幸神町）
知的障害者相談員　永原�修二　☎63・4567（下今任）
※任期：平成28年４月１日～平成30年３月31日
問住民課　社会福祉係　☎63・3004

重課税率

12,900円

8,200円

6,000円

4,500円

4,600円

新税率

10,800円

6,900円

5,000円

3,800円

3,900円

現行税率

7,200円

5,500円

4,000円

3,000円

3,100円

車種区別

自家用

営業用

自家用

営業用

三輪（660cc以下）

乗用

貨物

軽

自

動

車

割引額

-

3,460円

4,090円

１万5,690円

１年分の保険料額

19万 5,120円

19万1,660円

19万1,030円

37万7,310円

納め方

現金で月々納める

現金で１年分前納する

口座振替で１年分を前納する

口座振替で２年分を前納する

平成 28 年度から

2,000円

2,000円

2,400円

3,700円

3,600円

6,000円

1,600円

4,700円

平成 27 年度まで

1,000円

1,200円

1,600円

2,500円

2,400円

4,000円

50cc以下

50cc超 90cc以下

90cc超125cc以下

ミニカー

125cc超 250cc以下

250cc超

農耕作業用

その他

車種区別

原動機付自転車

二輪

二輪の小型自動車

小型特殊自動車

　軽自動車税が変わります

●現行税率が適用される車両
平成15年１月１日から平成27年３月31日までに新
規検査を受けた車両
●新税率が適用される車両
平成27年４月1日以後に新規検査を受けた車両
●重課税率が適用される車両
新規検査から13年を経過した車両。平成28年度に
重課税率が適用されるのは平成14年12月31日ま
でに新規検査を受けた車両
※新規検査とは…車検証に記載されている「初年度検査年月」
問税務課　☎ 63・3002

【原動機付自転車・二輪車・小型特殊自動車について】

【四輪車以上および三輪の軽自動車について】

Information
受け取りはお早めに

第 16 回大任町長杯

自動車税の納期限

個人番号カードの受け取りを推進

優勝者には豪華景品を準備しています

５月31日火までに納めましょう

　個人番号カードをまだ受け取っていない人
は、住民課戸籍係でカードをお預かりしてい
ます。本人確認書類（免許証など）をお持ち
のうえ、早めにお越しください。また、マイ
ナンバーカードを申請した人には、交付の準
備ができ次第案内のハガキを送付します。
　なお、マイナンバーカードはマイナンバー
を証明する以外にも、本人確認の際の身分
証明や各種手続きのオンライン申請などに
使える便利なカードです。ぜひご利用くだ
さい。
個人番号カードについて
問住民課戸籍係　☎63・3003
マイナンバー制度全般
問総合フリーダイヤル　☎0120・95・0178
平日　９時30分～20時
土日㊗　９時30分～17時30分
（年末年始12月29日～1月3日を除く）

　次のとおり、第 16 回町長杯囲碁大会を開
催します。
●とき　５月 22 日日　受付：8 時 30 分
●ところ	　大任町公民館２階　和室
●対象者　大任町在住者
●参加費　1,000 円（弁当など）
問大任町囲碁同好会会長西藤☎63・4321

　自動車をお持ちの皆さんへお知らせです。
自動車税は、毎年４月１日現在の所有者に課
税され、指定のコンビニエンスストアやクレ
ジットカードで納税できます。詳しくは、５
月初旬にお送りする納税書をご覧ください。
問福岡県飯塚・直方県税事務所
☎ 0948・21・4922

　

子
育
て
中
で
も
仕
事
も
し
た
い
と
い

う
皆
さ
ん
へ
、
働
き
た
い
子
育
て
中
の

女
性
と
求
人
企
業
を
マ
ッ
チ
ン
グ
。
就

活
の
お
手
伝
い
と
お
仕
事
の
紹
介
を
し

ま
す
。

■
と
き　

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

問
就
業
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
９
４
８
・
22
・
１
６
８
１

子
育
て
女
性
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　

福
岡
県
で
は
、（
公
財
）福
岡
県
農
業

振
興
推
進
機
構
を
農
地
中
間
管
理
機
構

と
し
て
指
定
し
、
５
月
に
農
地
の「
受
け

手
」の
公
募
と「
出
し
手
」の
募
集
を
行

い
、
11
月
に
利
用
権
設
定
を
行
う
予
定

で
す
。
▼
農
地
受
け
手
の
募
集
５
月
１

日
～
31
日
▼
農
地
出
し
手
の
募
集
は
随

時
▼
農
地
の
権
利
設
定
11
月
１
日

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
水
田
農
業
振
興
課

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
４
７
４

農
地「
受
け
手
」「
出
し
手
」募
集

　

県
内
に
在
所
す
る
県
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
対
象
団
地
、
募

集
戸
数
な
ど
に
つ
い
て
は
募
集
案
内
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　
６
月
１
日（
水
）～
９
日（
木
）

■
募
集
案
内　

公
社
管
理
事
務
所
出
張

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
で
前
納
が
お
得

所
、
県
内
の
各
市
役
所
、
町
村
役
場

問
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課

☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８
０
２
９



サボテンハウスでは、春を迎えいろいろな
サボテンが成長し、花を咲かせています。
これからの季節は、１年の中でも色とりど
りのお花が開花します。サボテンハウスへ
足を運んでください。
問ふるさと館おおとう　☎ 41 ・2055

番 外 編
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大任町地域
包括支援センターの

介護福祉講座

高齢者の圧迫
骨折について

　

圧
迫
骨
折
と
は
背
骨
や
腰
骨
に
起
こ

る
骨
折
の
こ
と
で
、
腕
や
足
な
ど
の
骨

折
と
は
異
な
り
、
折
れ
る
と
言
う
よ
り

は
つ
ぶ
れ
る
と
表
現
し
た
ほ
う
が
分
か

り
や
す
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ご
存
知

の
よ
う
に
背
骨
や
腰
骨
は
ブ
ロ
ッ
ク
状

の
骨
が
積
み
重
な
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
つ
一
つ
を
椎
体
と
呼
ぶ
の

で
す
が
、
そ
れ
ら
に
何
ら
か
の
力
が
加

わ
り
、
椎
体
自
体
が
つ
ぶ
れ
て
起
こ
る

骨
折
の
こ
と
を
圧
迫
骨
折
と
言
い
ま
す
。

ま
た
椎
体
一
つ
一
つ
に
は
番
号
が
付
け
ら

れ
て
い
て
、
た
と
え
ば「
第
４
腰
椎
圧
迫

骨
折
」な
ど
と
骨
折
部
位
が
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
病
名
が
付
け
ら
れ
ま
す
。
こ

の
骨
折
が
起
こ
る
原
因
と
し
て
は
何
よ

り
も
骨
粗
し
ょ
う
症
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
、
骨
の
密
度
が

低
下
し
て
も
ろ
く
な
る
症
状
で
す
。
骨

の
材
料
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の

が
カ
ル
シ
ウ
ム
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も

日
光
に
当
た
る
こ
と
に
よ
り
体
内
で
作

ら
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
や
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
ひ
と
つ
で
あ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
物
質
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

特
に
女
性
の
場
合
は
、
閉
経
後
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
の
分
泌
が
極
端
に
少
な
く
な
る
た

め
、
骨
粗
し
ょ
う
症
を
発
症
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
症
状
と
し
て
重
度
の
場
合

は
強
い
腰
痛
な
ど
の
た
め
、
寝
床
か
ら

起
き
上
が
る
ど
こ
ろ
か
寝
返
り
す
ら
出

来
な
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
場
合
は
入
院
に
よ
り
ギ
ブ
ス
や

コ
ル
セ
ッ
ト
で
し
っ
か
り
と
胴
体
を
固
定

し
、
安
静
に
し
て
骨
が
固
ま
る
の
を
待
つ

保
存
療
法
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
軽
度
の

場
合
、
痛
み
は
あ
る
も
の
の
ト
イ
レ
な
ど

に
は
行
く
こ
と
は
出
来
て
、
必
要
時
以
外

は
安
静
に
し
て
い
る
と
そ
れ
ほ
ど
痛
ま
な

い
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
骨
折
な
の

に
一
度
も
医
療
機
関
を
受
診
せ
ず
に
完
治

し
て
い
た
と
い
う
人
も
お
ら
れ
ま
す
。
た

だ
原
因
と
な
っ
て
い
る
骨
粗
し
ょ
う
症
が

良
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
痛
み

が
落
ち
着
い
た
後
も
圧
迫
骨
折
を
繰
り

返
す
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
骨
密
度

が
よ
り
低
下
し
骨
が
ス
カ
ス
カ
の
状
態

に
な
る
と
、
く
し
ゃ
み
を
し
た
り
ち
ょ
っ

と
身
体
を
ひ
ね
っ
た
だ
け
で
骨
折
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め

に
も
骨
密
度
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
の

で
す
が
、
積
極
的
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂

取
す
る
だ
け
で
は
あ
ま
り
効
果
は
望
め

ま
せ
ん
。
最
近
は
そ
れ
ら
に
加
え
服
薬

に
よ
っ
て
骨
を
強
く
す
る
方
法
が
と
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

問
大
任
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
41
・
８
０
６
０

　

お
お
と
う
史
学
で
は
、
毎
月
、
町
内

の
文
化
財
や
歴
史
に
ま
つ
わ
る
お
話
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
ふ
る

さ
と
館
に
集
め
ら
れ
た
資
料
や
情
報
に

よ
る
も
の
が
大
半
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
、
１
年
に
１
回
呼
び
か
け
を
行
っ
た
結

果
、
多
く
の
資
料
や
情
報
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ

数
年
呼
び
か
け
て
も
、
資
料
や
情
報
が

集
ま
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の

方
と
の
お
話
し
や
色
々
な
こ
と
を
考
え
た

結
果
、
３
点
ほ
ど
思
い
当
た
る
原
因
を

紹
介
し
ま
す
。
①
関
心
が
低
く
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
呼
び
か
け
て
も
ご
覧
い
た
だ
い
て

い
な
い
。
②
資
料
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
ど

の
程
度
の
歴
史
的
な
価
値
を
持
つ
も
の

か
分
か
ら
な
い
こ
と
や
③
資
料
そ
の
も
の

が
あ
る
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
こ
と
な

ど
と
い
っ
た
原
因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
広
報
紙
以
外
の
呼
び

か
け
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
情
報
が
集
ま
ら
な
い
の
は
、
②
も
し

く
は
③
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
は

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
り
、
眠
っ
て
い
た
り

す
る
も
の
が
な
い
か
調
べ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
ご
家
族
の
方
が
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
際
、
遺
品
を
整
理
さ

れ
て
い
る
と
、
昔
の
こ
と
が
分
か
る
も
の

情
報
の
提
供
に
つ
い
て（
お
願
い
）

第 123 話

が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
資
料
は
な
く
て
も
、
両
親
や
祖

父
母
、
近
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
か
ら
聞
い
た
昔
話
で
も
、
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
、
町
の
こ
と
を
知
る
上
で
、
重

要
な
こ
と
が
分
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、
情
報
を
お

よ
せ
い
た
だ
く
と
あ
り
が
た
く
思
い
ま

す
。
資
料
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
ま
で
古
く

は
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
物
や
時
代
の

移
り
変
わ
り
が
急
速
な
た
め
、
20
～
30

年
前
は
普
通
に
あ
っ
た
け
ど
、
今
は
見
か

け
な
く
な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
今
は
資
料
な
の
か
、
ゴ
ミ

な
の
か
分
か
ら
な
い
も
の
で
も
、
と
っ
て

お
く
こ
と
で
、
歴
史
的
な
価
値
が
で
て
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ふ
る
さ
と
館
ま
で
ご
一
報
い
た
だ
け
れ

ば
、
担
当
者
が
確
認
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ほ
ん
の
一
例

を
あ
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

　

昔
の
写
真（
そ
の
時
代
の
服
装
や
時
代

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
）、昔
の
ハ
ガ
キ
、

お
金（
そ
の
当
時
の
物
価
が
分
か
る
）、今
は

見
る
こ
と
が
無
い
も
の（
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
）

問
ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

☎
41
・
２
０
５
５

　最近になって不眠症を訴える人が多
くなっているようです。現代社会はス
トレス社会とも言われるように、子ど
もから大人まで、家庭や学校、職場と
あらゆる環境にストレスが存在してい
ます。

治療は？
　不眠の治療には、睡眠薬を使わない
治療と使う治療（薬物治療）とがあり
ます。
●睡眠薬を使わない治療
　リラックス療法や生活指導、精神療
法などがあります。
●睡眠薬を使う治療（薬物治療）
　現在の不眠治療は睡眠薬を用いた
薬物療法が中心になっています。睡眠
薬は、一度使い始めると手放せなくな
り、次第に量が
増えていくので
副 作 用が 怖い。
そう思い込んで
いる人も多いよ
うですが、現在

不眠症とは「寝つきが悪い」
「眠っていても何度も目が

覚める」「熟睡できない」などの症状が
重なり、日中にけ
ん怠感、意欲低下、
集中力低下や食欲
低下などの不調が
出現する病気です。
　通常は、数日から
数週のうちに眠れる
ようになるのですが、ときには不眠が
１ヵ月以上にわたって続く場合があり
ます。
　今回は、そんな不眠症についてのご
説明をします。

原因は？
　さまざまな原因
があげられますが、
ストレス、体の病
気、心の病気、環
境の変化や生活の
リズムなどがあり
ます。

ストレスをため込まないようにしましょう。
いきいき
国保

現代社会特有の病の１つの不眠症

広く使用されている睡眠薬は、不安や
緊張、興奮を和らげて眠りに導くので、
自然に近い眠りが得られ副作用も少な
く安心して使用することができます。
ただし医師の指示を守って服用するこ
とが大切です。
　不眠症は４つのタイプに分けられま
す。寝付きの悪い「入眠障害」眠りが
浅く何度も目が覚める「中途覚醒」早
期に目が覚めてしまう「早期覚醒」あ
る程度眠ってもぐっすり眠れたという
満足感が得られない「熟眠障害」など
です。日本人を対象とした調査によれ
ば５人に１人が「睡眠で休養が取れて
いない」「何らか
の不眠がある」と
回答しています。
特に中高年にな
るとその割合が
高くなってきま
す。どうしても
不眠が続くときには、専門医に相談し
ましょう。
問住民課　国保係　☎63・3004

▶
西
鉄
バ
ス
が
通
っ
て
い
た
こ
ろ
の
バ
ス
停

▶
昔
の
行
事
を
写
し
た
古
い
写
真

◀
昔
の
お
祭
り
を
写
し
た
古
い
写
真
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　４月５日始業式、11日入学式を終え、全校児童201名
で平成28年度がスタートしました。
　本年度学校教育目標は、

「進んで学ぶ意欲と思いやりの心をもつ
　　　　　　　　　　たくましい子どもの育成」です。

【めざす児童像】
　　・進んで学びよく考える子ども
　　・やさしく人も自分も大事にする子ども　
　　・根気強く頑張る子ども
○　子どもたちも教職員も元気に進んであいさつ
○　自分の考えをどんどん発表し、交流し合う授業
○　天気の良い日は、元気に外遊び
○　日頃から響く歌声
○　自主的に行動、新しいアイディア
○　チームとして行動（協働）
　これらのことを特に頑張ります！
　チーム大任の協働体制で教育活動に全力で取り組みま
す。保護者のみなさん、地域のみなさん、どうぞよろしく
お願いします。
問教育委員会 教育課 学校教育係　☎63・3110

「大任小は、これを頑張る！」

教 育 信通 大 校学任 小

▼永原町長と固い握手を交わす前広報担当者の村上奈央さん

　地域の方々とのつながりを大切に

　今回のクローズアップは約2年間広報係を担当してい
た村上さんに、時間を頂きお話を伺いました。
　まず初めに、広報の仕事を通じて心に残っているこ
とを聞くと「元々川崎町出身で大任町の事を知らなかっ
た私に、町民の方々が積極的に声をかけ、顔を覚えて
くださったことです。さらに、町民の方が「頑張りよう
かい？」「広報楽しみにしちょうよ」と声をかけてくれる
ことがうれしかった」と話していました。
　その一方で、初めて一人で広報を作ったときは、締め
切りに追われる夢を見てぐっすり眠れなかったことも
あったそうです。また、町長の動向や今後の町の事業
などを紹介する「こちら町長室」と町内の有名な人や町に
貢献した人たちを紹介する「クローズアップ」が大変だっ
たと、当時を思い出しながら話す村上さん。特に「クロー
ズアップ」は、これまで紹介してきた人たちが100名を
超えているため、取り上げられていない紹介すべき人を
捜すのが、毎月とても大変だったそうです。

「4月から田川市の田川郡町村会という所で主に事務の
仕事をしています。今後は町村会を通じて大任町のさ
らなる発展だけでなく、田川全体のためにも貢献して
いけたら」と話していました。「町民の方々と出会う機
会は減ったけれど、イベントなどには積極的に参加し、
地域の方々とのつながりをこれからも大切にしていき
たい」と力強く話す姿が大変印象的でした。
　「大任町が地元ではない私を暖かく親切に見守り、接
してくださった町民の方々に感謝したいです。今では
地元以上に大任町が大好きです」と、満面の笑みで話し
ていました。

村上 奈央さん（成光）

クローズ・アップ

−	Association	of	Towns	&	Villages	− vol .115

　６月に誕生日を迎える３
歳までのお子さんの写真
を募集します。次回の締
め切りは５月13日金です。
問総務企画財政課 広報係
☎63・3000

５月の休室日

問OTOレインボーホール
☎63・4832

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

の日が休室日です。

※そのほか、多数入庫しています

一般書
●まく子 　　　　　　　　　　　　　　　西加奈子　著
●バベル九朔　　　　　　　　　　　　　　万城目 学　著
●センスがいいとほめられる 植物好きの庭づくり　朝日新聞出版　著
● micarinaの大人かわいいアイシングクッキー&カップケーキ:　micarina　著
児童書
●おしりたんてい やみよに きえる きょじん　　　　トロル　著

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1 2 3 4

●けしごむくん                  　　　　  こんの　ひとみ　など　著
●紙ひこうきクラフトスクール レベル2 初級編　ハーボ,クリストファー・L.、  　著   
DVD
●ちいさなプリンセス ソフィア / にんぎょの ともだち　　　　
●水戸黄門　　　　　　　　　　　　　月形龍之介など　出演
●銭形平次　　　　　　　　　　　　　　大川橋蔵など　出演
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◆糸田町（http://www.town.itoda.lg.jp/）
●糸田祇園山笠

　５月14日土～ 15日日　夕方～夜
　内容 ：フェスティバルパーク（旧役場跡）に山笠が大

集合します。
※駐車場は糸田町役場・文化会館・郵便局前河川敷・農

業倉庫へ。トイレは旧中央公民館跡地仮設トイレを利

用してください。道の駅いとだ～会場近辺でシャトルバ

スを運行します。

��問糸田町役場 地域振興課　☎26・4025

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）

●風治八幡宮川渡り神幸祭
　５月21日土　15時30分～　22日日　13時30分～
　内容 ：450年あまりの歴史を誇る福岡県の五大祭り

の一つに数えられるお祭り。色とりどりの巨大
なバレンを立てた山笠11台が彦山川を勇壮に渡
ります。

●春日神社神幸祭【JR田川後藤寺駅周辺】
　５月28日土・29日日
　内容 ：春日太鼓、各地区山車の巡行、春日神社岩戸

神楽奉納、ステージショーなど。
　��問田川市たがわ魅力向上課　☎44・2000

◆添田町（http://www.town.soeda.fukuoka.jp/）
●第51回英彦山山開き【英彦山周辺】

　�５月28日土　19時～　前夜祭（英彦山青年の家）

　�５月29日日　11時～　山頂祭（英彦山中岳山頂）

　内容�：英彦山の新緑を感じながら家族や友人と登っ

てみませんか。

　問添田町役場まちづくり課観光係　☎82・1236

◆
今
月
の
表
紙

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

田川市郡のイベント情報

■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故    ７件（21 件）
●人身事故    ２件（ ７件）
●死亡者数    ０件（ ０件）
●負傷者数    ４件（ ９件 ）

（　）内は平成 28 年の累計

交通事故発生状況（３月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

【子どもを犯罪被害から守るために】
防犯の合言葉「いかのおすし」を繰り返
し教える（いかない、乗らない、おおき
な声で叫ぶ、すぐに逃げる、しらせる）

町内犯罪発生状況（３月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい ０件

空き巣・忍び込みなど ０件

（平成 28 年３月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,811 人（－ 11）   683 人（＋１） 2,494 人（－10）

女 1,761 人（－20） 1,085 人（＋６） 2,846 人（－14）
計 3,572 人（－31） 1,768 人（＋７） 5,340 人（－24）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,491 世帯（－５）

教職員人事異動のお知らせ
◉着任者
▶大任小学校
津田 明 教頭先生（金田小学校から）
山口 由一郎 先生（福岡小学校から）
石井 正一 先生（伊方小学校から）
▶今任小学校
白石 毅 校長先生（大任中学校から）
中山 茂 先生（添田小学校から）
高瀬 晶子 先生（大任小学校から）
田中 裕介 先生（金田小学校から）
森 真莉奈 先生（新規採用）
▶大任中学校
栗林 秀幸 校長先生（勾金中学校から）
田中 美穗 先生（川崎中学校から）
平松 怜 先生
木戸 聡司 先生

◉退職者
杉原 哲彌 校長先生（今任小学校）
佐藤 章子 先生（今任小学校）
安川 博子 先生（今任小学校）
◉離任者
▶大任小学校
久原 琢磨 教頭先生（上野小学校へ）
池田 絵美 先生（南風小学校へ）
服部 慎治 先生（津野小学校へ）
▶今任小学校
浅山 大輔 先生（古賀東小学校へ）
久保 明子先生（勾金中学校へ）
▶大任中学校
高柳 麻巳 先生（赤池中学校へ）

問教育委員会　☎ 63・3110

有害鳥獣捕獲許可証を交付
　４月10 日、有害鳥獣捕獲許可証
および従事者証の交付式が行われ、
浦野副町長から添田猟友会大任支
部員へ証書が手渡されました。
　猟友会では町の依頼に応じて、

捕獲期間中に農作物などを荒らす
有害鳥獣を捕獲します。
　被害があれば速やかにご連絡く
ださい。
問産業経済課　☎ 63・3001

▲着任式

▲鈴木松雄会長（前列中央右）をはじめ許可証を受けた猟友会のみなさん。

▲離退任式

　

今
月
の
表
紙
は
各
学
校
の
入
学
式
で

す
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
学
校
生

活
に
希
望
と
期
待
で
胸
を
膨
ら
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

 ５月行事予定表 皐月
日 月 火 水 木 金 土

１ 八十八夜 ２ ３ 憲法記念日 ４ みどりの日 ５ 子どもの日 ６ ７
大任小歓迎遠足 今任小

WeLoveおおとう
　　  除草作業

大任小土曜授業   
(学習参観日)

８ 母の日 ９ 10 愛鳥週間 11 12 看護の日 13 14
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【多目的 13時30分
〜 14時30分】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

大任中PTA
　    除草作業

15 16 17 高血圧の日 18 19 食育の日 20 小満 21
花植え
ボランティア

【レインボーホール 9時〜】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

障害者心の
　    健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

22 国際生物多様性の日 23 24 25 飲酒運転撲滅の日 26 27 28
大任中体育会

【中学校グラウンド 9 時〜】
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
（女性民生委員が対応）
【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児

対象者個別通知)
【集会室 13時30分

〜 14時30分】

大任小１・４年
交通安全教室

今任小土曜授業
（PTA親子除草作業）

29 30 ごみ減量・リサイクル推進 31 自動車税の納期限 １ 水道週間 ２ ３ 測量の日 場 所
身体障害者
           巡回相談

【多目的 ９時〜】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

【集会室】
…役場住民集会室
【視聴覚】
…役場視聴覚室
【多目的】
…役場多目的ホール
【公民館】
…大任町公民館

大任小６年生
修学旅行

20日金～ 21日土

固定資産税　第１期納期限
軽自動車税　納期限

5月31日火
　中体連春季大会　

28日土～ 29日日

大任小５年生
宿泊体験学習

（夜須高原）
11日水～ 13日金

大任中中間考査
25日水～ 27日金
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おおとう
　　議会報告

2016

３
笑顔のたえない町をめざして

平成 28 年３月定例会が３月 4 日から
8 日までの５日間で開会されましたので、
その審議内容と結果をご報告いたします。

議 会 本 会 議
４日開会（審議経過）

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　

今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議
員
に

は
９
番
、
奥
永
明
正
君
。
10
番
、
宮
本

孝
一
君
を
指
名
致
し
ま
す
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

（
全
員
異
議
な
し
で
、
３
月
４
日
か
ら
３

月
８
日
ま
で
の
５
日
間
と
す
る
こ
と
に

決
定
）

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告（
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

〇
請
願
書
並
び
に
陳
情
書
に
つ
い
て
は
、

陳
情
書
が
１
件
あ
り
ま
す
が
、
議
会
運

営
委
員
会
の
意
向
の
と
お
り
各
議
員
に

配
布
す
る
こ
と
に
と
ど
め
ま
し
た
。

２
、
系
統
議
長
会
関
係

○
１
月
13
日「
福
岡
県
町
村
議
会
議
長

会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
福
岡
県
町
村
議
会
議

長
会
副
会
長
の
選
出
に
つ
い
て
、
三
潴

郡
大
木
町
の
松
枝
友
久
氏
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会
会

長
の
選
任
に
つ
い
て
の
内
規
の
一
部
を
改

正
す
る（
案
）の
制
定
に
つ
い
て
外
６
件

の
協
議
事
項
を
協
議
し
閉
会
し
ま
し
た
。

○
１
月
18
日「
福
岡
県
介
護
保
険
広
域

連
合
田
川
・
桂
川
支
部
運
営
委
員
会
」

出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
28
年
福
岡
県
介

護
保
険
広
域
連
合
議
会
第
１
回
定
例
会

の
議
案
の
説
明
及
び
介
護
保
険
事
業
に

つ
い
て
の
報
告
で
あ
り
ま
し
た
。

○
１
月
25
日「
福
岡
県
介
護
保
険
広
域

連
合
議
会
定
例
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
専
決
処
分
の
承
認
、

条
例
等
の
制
定
、
一
部
改
正
、
平
成
27

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計

補
正
予
算
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
予
算
等
、
合
わ
せ
て
10
議

案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

○
２
月
22
日「
福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会

総
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
平
成
27
年
度
会
務
報

告
、
平
成
26
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
承

認
。
平
成
28
年
度
事
業
計
画
及
び
歳
入

歳
出
予
算
等
、
５
議
案
を
審
議
し
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
な
お
、

総
会
で
大
任
町
議
会
の
全
国
表
彰
が
あ

り
ま
し
た
。

　
以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

松
下　

太
）

○
３
月
定
例
に
向
け
て
の
議
会
運
営
委

員
会
の
報
告
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
今
定
例
会
の
会
期
に
つ
い
て
は
、

議
長
の
提
案
の
と
お
り
３
月
４
日
か
ら

８
日
ま
で
の
５
日
間
と
す
る
こ
と
で
決

定
致
し
ま
し
た
。

今
回
提
出
議
案
は
、
議
案
第
１
号
「
専

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て（
専
決
第
２
号　
大
任
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
つ
い
て
」か
ら
、議
案
第
24
号「
平

成
28
年
度
大
任
町
水
道
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て
」ま
で
の
24
議
案
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
各
常
任
委
員
会
へ
付
託
す
る
こ

と
に
決
定
致
し
ま
し
た
。

〇
同
意
第
１
号「
大
任
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」及
び
諮
問

第
１
号「
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」は
、
４

日
の
本
会
議
で
採
決
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

（
坂
本　

年
行
）

○
平
成
27
年
12
月
17
日
に
開
会
さ
れ
ま

し
た
、
平
成
27
年
第
３
回
福
岡
県
田
川

地
区
消
防
組
合
議
会
定
例
会
に
つ
い
て

ご
報
告
致
し
ま
す
。

会
議
の
内
容
は
、
認
定
第
１
号「
平
成
26

年
度
福
岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」

は
、
原
案
の
と
お
り
認
定
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
９
号「
福
岡
県
田
川

地
区
消
防
組
合
職
員
の
再
任
用
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
」は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま

し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
10
号「
福
岡
県
田
川

地
区
消
防
組
合
議
会
の
議
員
そ
の
他
非

常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
」は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
致
し

ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
11
号「
平
成
27
年
度
福

岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て
」は
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
千
８
百
48
万
５
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

17
億
３
千
１
百
45
万
１
千
円
と
す
る
も

の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
田
川
地
区
斎
場
組
合
議
会
議
員

（
次
谷　

隆
澄
）

○
平
成
28
年
３
月
２
日
に
開
会
さ
れ
ま

し
た
、
平
成
28
年
第
１
回
田
川
地
区
斎

場
組
合
議
会
定
例
会
に
つ
い
て
ご
報
告

致
し
ま
す
。

　
会
議
の
内
容
は
、「
平
成
27
年
度
経
過

月
分
の
出
納
検
査
報
告
」

　
次
に
、
議
案
第
１
号「
田
川
地
区
斎
場

組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」は
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
２
号「
平
成
27
年
度

田
川
地
区
斎
場
組
合
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
」は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
５
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
４
千
４
百
34
万
３
千
円
と
す

る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
３
号「
平
成
28
年
度

田
川
地
区
斎
場
組
合
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て
」は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
５
千
88
万
１
千
円
と
す
る
も
の

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
閉
会
し

ま
し
た
。

　
以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

（
田
中
良
幸
）

○
平
成
27
年
12
月
17
日
に
開
会
さ
れ
ま

し
た
、
平
成
27
年
田
川
郡
東
部
環
境
衛

生
施
設
組
合
議
会
第
４
回
定
例
会
に
つ

い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
会
議
の
内
容
は
、
議
案
第
７
号「
田
川

郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
ご
み
処
理
・

し
尿
処
理
施
設
共
同
建
設
及
び
共
同
処

理
申
し
入
れ
の
受
託
に
つ
い
て
」は
、
原

案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
８
号「
平
成
27
年
度

田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
」は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
千
６
百
81
万
８
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
億
１
千
９
百
42
万
３
千
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
の
繰
越
金
で
あ
り
、
原
案
の
と
お

り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
認
定
第
１
号「
平
成
26
年
度

田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」

は
、
筒
井
澄
雄
監
査
委
員
よ
り
決
算
監

査
報
告
が
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
認
定

致
し
ま
し
た
。

○
平
成
28
年
２
月
24
日
に
開
会
さ
れ
ま

し
た
、
平
成
28
年
田
川
郡
東
部
環
境
衛

生
施
設
組
合
議
会
第
１
回
臨
時
会
に
つ

い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
議
案
第
１
号「
田

川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
を
組
織

す
る
市
町
村
数
の
増
加
及
び
田
川
郡
東

部
環
境
衛
生
施
設
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て
」は
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
田
川

郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
に
田
川
市
、

田
川
郡
糸
田
町
、
田
川
郡
福
智
町
を
加

入
さ
せ
る
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設

組
合
規
約
の
一
部
変
更
で
あ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

日
程
第
４
～
日
程
第
29
議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及
び
各

常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

　
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議
案
等
）

・
議
案
第
１
号

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
専
決
第
２
号
大
任
町
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
２
号

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
専
決
第
３
号　

行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人

情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
）

・
議
案
第
３
号　

大
任
町
臨
時
的
任
用

職
員
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
４
号　

大
任
町
行
政
不
服
審
査

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
６
号　
大
任
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
単
純
な
労
務
に
雇
用

さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
議
案
第
７
号　
大
任
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
大
任
町
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
８
号　
大
任
町
議
会
の
議
員
そ

の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償

等
に
関
す
る
条
例
及
び
大
任
町
職
員
の

再
任
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
９
号　

大
任
町
行
政
手
続
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
10
号　
大
任
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
17
号　

大
任
町
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
18
号　
平
成
27
年
度
大
任
町
一

般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
21
号　
平
成
28
年
度
大
任
町
一

般
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
５
号　

大
任
町
農
業
委
員
会

の
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

・
議
案
第
11
号　
大
任
町
温
室
ハ
ウ
ス
等

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
12
号　

大
任
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

記
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審
査
内
容

・
議
案
第
１
号　
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
専
決
第
２
号　

大
任
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

　

内
容
は
、
与
党
税
制
改
正
大
綱
に
お

い
て
一
部
の
手
続
き
に
お
け
る
個
人
番
号

の
利
用
の
取
り
扱
い
を
見
直

す
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
ふ
ま

え
、
平
成
27
年
12
月
16
日
に
決
定
さ
れ

１
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

う
本
町
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
質
疑
＆
回
答

○
田
中
委
員　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
登
録

は
、
い
つ
位
に
や
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。

○
住
民
課
長　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
き

ま
し
て
は
、
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
通
知

カ
ー
ド
が
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
個

人
番
号
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し

も
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

○
田
中
委
員　

イ
ギ
リ
ス
が
こ
れ
を
導

入
し
て
や
め
て
い
る
。
何
年
か
の
ち
に

日
本
も
そ
う
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
懸
念
は
な
い
の
か
。

○
住
民
課
長　

今
の
と
こ
ろ
、
心
配
な

い
と
い
う
事
で
す
。

○
松
下
委
員　

有
料
に
な
る
と
言
い
ま

し
た
よ
ね
。
い
つ
ま
で
に
申
し
込
ま
な

い
と
有
料
に
な
る
の
で
す
か
。

○
住
民
課
長　

最
初
の
カ
ー
ド
は
無
料

で
す
。
紛
失
・
破
損
の
再
発
行
は
有
料

で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
２
号　
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
専
決
第
３
号　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
）

　

内
容
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ

る
個
人
番
号
の
利
用
開
始
が
平
成
28
年

１
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

事
務
処
理
の
効
率
化
や
利
便
性
の
向
上

に
つ
な
げ
る
た
め
、
国
の
掲
げ
て
い
る

事
務
以
外
に
関
す
る
事
務
を
本
町
で
規

定
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
田
中
委
員　

国
の
決
め
た
こ
と
だ
か

ら
ど
う
の
こ
う
の
で
は
な
い
が
、
町
民

●
委
員
長

　
　
佐
々
木　
次
男

●
副
委
員
長

　
　
永
原　
髙
文

●
委　
員

　
　
田
中　
良
幸

●
委　
員

　
　
松
下　
太

●
委　
員

　
　
宮
本　
孝 
一

が
申
請
す
る
と
全
て
が
分
か
っ
て
し
ま

す
の
で
な
い
か
と
い
う
感
覚
を
持
っ
て

い
る
人
が
い
る
。
町
内
で
も
か
な
り
の

人
が
申
請
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
け
ど
ど
う
で
す
か
。

○
住
民
課
長　

個
人
番
号
の
申
請
件
数

は
２
０
０
件
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
人

口
の
割
に
は
少
な
い
で
す
。

○
田
中
委
員　

こ
う
い
う
事
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
は
、
個
人
の
情
報
は
漏
れ
る
こ

と
は
な
い
。
と
、
広
報
紙
に
掲
載
し
て

は
ど
う
か
。

○
総
務
課
長　

次
回
広
報
紙
等
に
情
報

の
漏
れ
が
な
い
と
住
民
に
わ
か
り
や
す
く

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
３
号　

大
任
町
臨
時
的
任
用

職
員
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
臨
時
的
任
用
職
員
の
勤
務

条
件
等
に
係
る
規
定
を
整
備
す
る
た
め
、

本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

町
の
職
員
を
雇
用
す
る

場
合
、
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
成

績
の
い
い
も
の
と
い
う
こ
と
で
、
町
外
者

の
若
者
が
入
っ
て
お
り
、
採
用
す
る
際

に
成
績
だ
け
で
な
く
能
力
と
か
職
員
と

し
て
使
え
る
か
使
え
な
い
か
判
断
し
て

採
用
す
る
の
は
考
え
ら
れ
な
い
で
す
か
。

○
永
原
町
長　

採
用
規
定
の
中
で
試
験

制
度
と
い
う
か
た
ち
を
導
入
し
て
ま
す
。

○
松
下
委
員　

採
用
さ
れ
た
町
外
の
職

員
に
お
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
町
内
の

住
宅
と
か
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
利
用
し

て
町
内
の
過
疎
化
に
力
を
入
れ
る
時
期

で
は
な
い
で
す
か
。

○
永
原
町
長　

採
用
す
る
と
き
に
町
内

に
住
み
ま
す
か
、
と
い
う
事
を
聞
い
て

い
ま
す
。

○
永
原
委
員　

今
、
臨
時
職
員
の
人
は

何
人
く
ら
い
お
り
ま
す
か
。

・
議
案
第
13
号　

大
任
町
予
防
接
種
健

康
被
害
調
査
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
14
号　

大
任
町
保
育
の
実
施

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ

い
て

・
議
案
第
15
号　

田
川
郡
東
部
環
境
衛

生
施
設
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村
数
の

増
加
及
び
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
16
号　
町
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

・
議
案
第
19
号　

平
成
27
年
度
大
任
町

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
20
号　
平
成
27
年
度
大
任
町
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
22
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

・
議
案
第
23
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

・
議
案
第
24
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
常
任
委
員
会
に
付
託
せ
ず
即
決
し
た

議
案
）

・
同
意
第
１
号　

大
任
町
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
平
成
28
年
３
月
31
日
任
期

満
了
に
伴
い
、
再
任
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

・
諮
問
第
１
号　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
平
成
28
年
６
月
30
日
任
期

満
了
に
伴
い
、
推
薦
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
な
し
、
採
決
結
果
、
意
見
な
し
と

答
申
す
る
こ
と
に
決
定
）

以
上
で
、
本
日
の
日
程
を
す
べ
て
終
了

し
散
会
し
ま
し
た
。

○
永
原
町
長　
40
人
位
い
ま
す
。

○
永
原
委
員　

臨
時
職
員
に
任
期
は
あ

る
の
で
す
か
。

○
永
原
町
長　
原
則
半
年
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
４
号　

大
任
町
行
政
不
服
審
査

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
新
た
に
設
置
す
る
大
任
町

行
政
不
服
審
査
会
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
事
項
並
び
に
、
不
服
審
査
に
か

か
る
手
続
等
を
規
定
す
る
た
め
、
本
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
６
号　
大
任
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
単
純
な
労
務
に
雇
用

さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
国
家
公
務
員
の
人
事
院
勧

告
等
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
７
号　
大
任
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
大
任
町
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
８
号　
大
任
町
議
会
の
議
員
そ

の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償

等
に
関
す
る
条
例
及
び
大
任
町
職
員
の

再
任
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元

化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
９
号　

大
任
町
行
政
手
続
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
行
政
手
続
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
10
号　
大
任
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健

康
福
祉
機
構
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
17
号　

大
任
町
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
本
町
の
自
立
促
進
を
図
る
た

め
、
大
任
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を

策
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
18
号　
平
成
27
年
度
大
任
町
一

般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
億
９
千
７
百
87
万
３
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

52
億
４
千
７
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
21
号　
平
成
28
年
度
大
任
町
一

般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
一
般
会
計
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

50
億
１
千
６
百
34
万
２
千
円
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

○
田
中
委
員　

中
高
一
貫
校
、
当
初
は

２
０
１
６
年
で
し
た
ね
。
今
、
し
尿
も
一

本
化
、
ゴ
ミ
も
一
本
化
、
田
川
が
一
つ
に

な
り
ま
し
た
ら
加
速
す
る
の
で
は
な
い

で
す
か
。

○
永
原
町
長　

今
、
田
中
議
員
か
ら
質

問
が
あ
り
ま
し
た
け
ど
中
高
一
貫
校
に

つ
い
て
は
、
１
市
７
町
村
で
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
て
、
首
長
、
副
町

長
そ
れ
か
ら
教
育
長
、
県
立
大
学
、
田

川
高
校
の
校
長
、
教
育
事
務
所
が
顧
問

で
入
り
ま
し
て
、
現
在
、
審
議
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

○
田
中
委
員　

そ
れ
で
教
育
改
革
が
変

わ
る
と
思
い
ま
す
。
田
川
の
た
め
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
松
下
委
員　

皿
山
団
地
測
量
設
計
委

託
料
、
下
今
任
団
地
測
量
設
計
委
託
料

４
千
万
円
と
単
純
に
書
い
て
ま
す
が
、
こ

の
中
に
色
々
な
も
の
が
あ
る
の
か
な
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
に
対
す
る
工
事
額
が

少
な
い
と
い
う
か
、
皿
山
団
地
建
設
工
事

費
３
千
２
０
０
万
円
の
設
計
す
る
の
に

１
千
３
０
０
万
円
と
い
う
の
は
何
か
内
容

が
色
々
あ
る
の
で
す
か
。

○
事
業
課
長　

設
計
委
託
料
と
い
う

の
は
、
３
千
平
米
以
上
の
開
発
を
行
う

た
め
の
開
発
行
為
の
許
可
申
請
、
測

量
、
建
築
の
各
々
の
設
計
が
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
の
合
計
が
こ
の
金
額
に
な
り
ま

す
。
建
築
に
関
し
て
は
皿
山
団
地
の
方

は
、
現
在
２
棟
８
戸
と
小
規
模
な
住
宅

で
、
４
棟
８
戸
の
建
設
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
16
棟
32
戸
を
予
定
し
て
い
ま

す
下
今
任
団
地
に
関
し
ま
し
て
は
、
開

発
行
為
、
測
量
、
建
築
の
設
計
が
上
が
っ

て
き
ま
す
。

○
松
下
委
員　

設
計
管
理
だ
け
で
は
な

い
で
申
請
か
ら
色
々
あ
る
と
い
う
事
で

す
ね
。
工
事
費
に
比
べ
て
設
計
が
違
う

く
ら
い
の
金
額
だ
っ
た
の
で
、
わ
か
り
ま

し
た
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

以
上
で
付
託
さ
れ
た
議
案
審
査
は
全
て

終
了
し
ま
し
た
。

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
総
務
企
画
財
政
課　

大
任
町
の
地
方

創
生
に
か
か
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
総
合
戦

略
報
告
。
３
・
11
避
難
誘
導
訓
練
。
花

と
し
じ
み
の
里
お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
大
会

※
教
育
課　

大
任
中
学
校
、
大
任
小
学

校
、
今
任
小
学
校
の
卒
業
式
、
入
学
式

日
程
報
告

※
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合　

ゴ
ミ
処

理
施
設
、
し
尿
処
理
施
設
の
建
設
報
告
。

　
質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

各
地
区
に
人
の
住
ん
で

な
い
家
が
沢
山
あ
る
と
思
う
け
ど
中
に

は
危
険
家
屋
と
か
、
ア
ラ
イ
グ
マ
と
か

の
住
居
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
こ
れ
を

壊
す
と
固
定
資
産
税
が
３
倍
以
上
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
な
か
な
か
壊
す
お
金

も
か
か
り
ま
す
が
壊
し
た
後
も
お
金
が

か
か
る
と
い
う
こ
と
で
放
棄
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
か
な
り
大
任
町
内
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
北
九

州
あ
た
り
は
補
助
金
を
出
し
た
り
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ら
し
い
け
ど
大
任

町
と
し
て
そ
の
ま
ま
壊
し
た
ら
３
倍
固

定
資
産
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
な
か
な

か
壊
さ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

動
物
の
た
ま
り
場
に
も
な
る
し
色
々
な

面
も
あ
る
と
思
う
け
ど
ど
う
に
か
で
き

な
い
で
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

確
か
に
さ
ら
地
に
な

る
と
土
地
に
対
す
る
税
金
の
軽
減
が
無

く
な
り
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

○
田
中
委
員　

委
員
長
今
の
件
、
強
制

執
行
ま
で
で
は
な
い
け
ど
衛
生
上
悪
い

と
か
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
県
か
国
は

公
費
で
壊
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
田
舎

の
方
は
な
い
け
ど
都
会
の
方
は
行
っ
て

い
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

○
松
下
委
員　

課
長
の
中
で
も
知
っ
て

い
る
と
思
う
け
ど
、
昨
年
法
律
が
で
き

て
そ
れ
で
行
政
が
指
定
し
た
ら
壊
す
と

い
う
行
政
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

○
浦
野
副
町
長　
関
係
課
長
と
協
議
検

討
し
、
町
長
と
協
議
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

○
永
原
町
長　

代
執
行
し
て
も
所
有
者

に
対
し
て
費
用
を
も
ら
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
税
金
を
投
入
す
る
か
ら
。
税

金
を
所
有
者
が
い
る
の
に
放
置
し
て
い

る
家
屋
に
税
金
を
か
け
て
崩
さ
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
問
題
。
当
然
所
有
者

に
対
し
て
費
用
を
請
求
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
問
題
が
残
っ
て
き
ま
す
。

○
永
原
委
員　

住
民
課
長
に
お
尋
ね
し

ま
す
。
大
任
町
は
一
般
生
活
保
護
者
は

ど
の
位
い
ま
す
か
。

○
住
民
課
長　

約
６
０
０
人
で
す
。
１

月
末
現
在
、
世
帯
で
約
４
０
０
世
帯
、

人
数
は
約
６
０
０
人
で
す
。

○
永
原
委
員　

金
額
で
い
う
と
支
払
っ

て
い
る
額
は
い
く
ら
で
す
か
。

○
住
民
課
長　
毎
月
約
３
千
万
円
で
す
。

○
永
原
委
員　
増
え
て
き
て
い
ま
す
か
。

○
住
民
課
長　
傾
向
的
に
人
数
は
、減
っ

て
お
り
ま
す
。

　

以
上
で
、
総
務
常
任
委
員
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。
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●
委
員
長

　
坂
本　
年
行

●
副
委
員
長

　
次
谷　
隆
澄

●
委　
員

　
奥
永　
明
正

●
委　
員

　
丹
村　
咲
男

●
委　
員

　
毛
利　
英
文

○
丹
村
委
員　

昨
年
森
山
温
室
ハ
ウ
ス

は
、
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

○
特
産
品
開
発
課
兼
産
業
経
済
課
主
幹

　

森
山
温
室
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
は
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
状
態
で
あ
り

ま
し
た
。
今
回
、
花
や
野
菜
等
を
成
果
品

ま
で
栽
培
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
て
お
り

ま
す
。
完
成
い
た
し
ま
し
た
ら
、
大
任
町

の
栽
培
に
適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
多
種

類
の
花
卉
や
野
菜
を
田
川
農
協
等
よ
り
指

導
を
受
け
な
が
ら
試
験
栽
培
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

旧
設
備
に
は
、
作
業
台

式
の
棚
が
設
備
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の

作
業
台
は
利
用
し
な
い
の
か
。

○
特
産
品
開
発
課
兼
産
業
経
済
課
主
幹

　

作
業
台
式
の
棚
は
保
管
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
に
検
討
し
て
利
用
で
き

る
作
付
品
種
時
は
使
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
12
号　

大
任
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
13
号　

大
任
町
予
防
接
種
健

康
被
害
調
査
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
田
川
保
健
所
の
名
称
が
田

川
保
健
福
祉
事
務
所
に
変
更
に
な
っ
た

た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
14
号　

大
任
町
保
育
の
実
施

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

内
容
は
、
保
育
の
実
施
基
準
を
条
例

に
よ
る
こ
と
な
く
規
則
等
で
規
定
す
る

こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
本
条
例
を
廃
止

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
15
号　

田
川
郡
東
部
環
境
衛

生
施
設
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村
数
の

増
加
及
び
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
に
田

川
市
、
田
川
郡
糸
田
町
、
田
川
郡
福
智

町
を
加
入
さ
せ
、
田
川
郡
東
部
環
境
衛

生
施
設
組
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
16
号　
町
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

　

内
容
は
、
花
公
園
整
備
に
伴
い
、
４

路
線
を
町
道
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
19
号　

平
成
27
年
度
大
任
町

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３
千
１
百
63
万
５
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

９
億
２
千
３
百
33
万
２
千
円
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
20
号　
平
成
27
年
度
大
任
町
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
収
入
の
水
道
事

業
収
益
７
百
20
万
円
を
追
加

し
１
億
６
千
６
百
94
万
円
、
営

業
収
益
７
百
20
万
円
を
追
加
し

１
億
６
千
４
百
89
万
円
と
す
る
。
支
出

の
水
道
事
業
費
７
百
20
万
円
を
追
加
し

○
丹
村
委
員　

認
定
農
業
者
が
過
半
数

と
い
う
こ
と
は
、
６
名
入
れ
て
く
だ
さ

い
と
言
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と

６
人
の
認
定
農
業
者
が
大
任
町
に
は
い

ま
す
か
。

○
特
産
品
開
発
課
長
兼
産
業
経
済
課
長

　

現
在
７
名
の
認
定
農
業
者
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

○
丹
村
委
員　
そ
の
認
定
農
業
者
が
大

任
町
は
少
な
い
で
す
よ
。

○
特
産
品
開
発
課
長
兼
産
業
経
済
課
長

　

認
定
農
業
者
が
少
な
い
市
町
村
の
場

合
、
議
会
の
同
意
を
い
た
だ
け
れ
ば
認

定
農
業
者
が
過
半
数
で
は
な
く
、
４
分

の
１
占
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
が
施
行

規
則
に
ご
ざ
い
ま
す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
11
号　
大
任
町
温
室
ハ
ウ
ス
等

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
森
山
地
区
の
既
存
の
ガ

ラ
ス
温
室
等
の
施
設
整
備
に
伴
い
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

審
査
内
容

・
議
案
第
５
号　

大
任
町
農
業
委
員
会

の
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

内
容
は
、
農
業
委
員
会
等
の
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成

28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
本
条
例
を
上
程
す
る
も
の
で

す
。
今
ま
で
選
挙
で
選
出
さ
れ
て
い
た

農
業
委
員
は
、
法
律
の
改
正
に
よ
り
市

町
村
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す

る
と
い
う
任
命
制
に
変
わ
る
こ
と
に
な

り
、
農
業
委
員
会
が
定
め
る
区
域
ご
と

に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
設
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
回
上
程
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
農
業
委
員
の
定
数
は
10
人
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
１
０
０

ｈ
ａ
に
１
人
の
割
合
で
設
置
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
本
町
の
規
模
で
は
、
４

人
の
推
進
委
員
を
設
置
す
る
と
い
う
も

の
で
、
現
農
業
委
員
に
つ
い
て
は
、
平

成
29
年
７
月
19
日
ま
で
任
期
が
あ
り
ま

す
の
で
、
任
期
満
了
ま
で
現
行
法
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

○
米
丸
議
長　

学
識
経
験
者
は
何
人
お

り
ま
す
か
。

○
特
産
品
開
発
課
長
兼
産
業
経
済
課
長

　

学
識
経
験
者
と
い
う
よ
り
、
現
農
業

委
員
会
の
構
成
は
、
議
会
選
任
が
２
名
、

農
業
共
済
か
ら
１
名
、
選
挙
に
よ
る
委

員
が
10
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
米
丸
議
長　

３
人
。
定
数
は
変
わ
ら

な
い
け
ど
議
会
か
ら
何
人
か
入
れ
た
方

が
い
い
と
思
い
ま
す
。

○
特
産
品
開
発
課
長
兼
産
業
経
済
課
長

　

委
員
構
成
に
つ
い
て
は
、
認
定
農
業

者
を
過
半
数
、
女
性
の
登
用
、
地
区
や

年
齢
層
に
偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
議
会
か
ら
何
人
と

い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

１
億
６
千
６
百
94
万
円
と
す
る
。
並
び

に
繰
越
明
許
費
８
百
20
万
円
の
計
上
で

あ
り
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

関
連
で
お
聞
き
い
た
し

ま
す
。
２
月
の
大
寒
波
の
影
響
で
大
任

町
職
員
と
業
者
の
方
の
ご
尽
力
で
、
早

急
に
断
水
が
復
旧
し
た
こ
と
に
対
し
て

感
謝
し
て
い
ま
す
が
、
良
く
な
い
情
報

が
テ
レ
ビ
新
聞
等
に
出
て
い
ま
し
た
の

で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
心

が
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

○
住
民
課
長　

県
の
調
査
で
、
住
民
へ

の
事
前
の
周
知
、
広
報
を
行
な
っ
た
と

こ
ろ
と
行
な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
新
聞

記
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

本
町
の
、
水
道
の
良
く

な
い
情
報
が
新
聞
等
に
出
て
い
た
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
良
い
方
の
イ
メ
ー

ジ
は
道
の
駅
の
風
呂
を
町
内
者
は
無
料
、

町
外
者
は
半
額
で
開
放
し
た
こ
と
は
か

な
り
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
大
任
町
は

良
い
こ
と
す
る
と
町
外
者
よ
り
声
を
耳

に
し
ま
す
。
そ
の
様
な
良
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
22
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

　

内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
９
億
３
千
４
百
30
万
７
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
23
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　

内
容
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
千
６
百
55
万
円
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
24
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
給
水
戸
数
２
千
４
百
82

戸
、
年
間
総
給
水
量
67
万
１
４
０

立
方
メ
ー
ト
ル
、
１
日
平
均
給
水
量

１
千
８
百
36
立
方
メ
ー
ト
ル
と
し
、
収

益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
を

１
億
２
千
３
百
27
万
５
千
円
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

石
綿
管
は
今
で
も
使
っ

て
ま
す
か
。

○
水
道
課
長　
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

以
上
で
付
託
さ
れ
た
議
案
審
査
は
全
て

終
了
し
ま
し
た
。

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
総
務
常
任
委
員

会
と
同
じ
で
す
の
で
19
ペ
ー
ジ
を
ご
参

照
願
い
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

今
の
添
田
線
と
中
央
線

が
通
学
路
の
学
童
の
通
学
路
に
な
っ
て

お
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
の
各
々
の
横

断
歩
道
の
と
こ
ろ
に
、
昔
は
黄
色
の
旗

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん
。
な
ん
で
こ
ん
な
話
を
す
る
か
と

言
え
ば
、
子
ど
も
達
が
行
こ
う
と
し
た

ら
車
が
徐
行
し
ま
す
よ
。
で
も
子
ど
も

達
が
止
ま
っ
た
ら
車
が
行
く
わ
け
、
そ

れ
が
将
来
的
に
事
故
と
か
に
な
り
か
ね

な
い
か
ら
、
旗
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
は

知
ら
な
い
け
ど
。

○
永
原
町
長　

今
ど
こ
か
ら
寄
付
さ
れ

た
か
調
査
し
て
、
寄
付
が
な
け
れ
ば
町

で
作
り
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
田
川

市
は
行
っ
て
ま
す
ね
。
大
任
町
は
こ
れ

か
ら
ど
う
い
う
考
え
な
の
か
お
聞
き
し

た
い
。
そ
れ
と
農
地
の
促
進
で
、
今
県

が
農
地
中
間
管
理
機
構
と
い
っ
て
担
い

手
に
渡
し
て
作
ら
せ
る
の
を
事
務
的
な

交
付
金
が
あ
る
は
ず
。
そ
れ
の
大
任
町

も
加
入
し
て
担
い
手
を
育
成
し
て
い
く

の
も
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

○
永
原
町
長　

今
光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
、

各
家
庭
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
で
要

望
は
あ
り
ま
す
。
か
な
り
の
予
算
が
か

か
り
ま
す
が
、
補
助
金
が
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
担
当
課
に
調
査
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

補
助
金
は
あ

り
ま
す
け
ど
、
維
持
管
理
等
も
発
生
し

ま
す
の
で
、
民
間
型
に
す
る
か
町
主
催

型
に
す
る
か
。
町
主
催
型
は
、
今
添
田

町
が
や
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
年
間
維
持

管
理
費
が
多
く
出
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
回
も
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
中
で
い

ろ
ん
な
意
見
が
出
て
お
り
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
な
い
と
子
ど
も
の
育
成

事
業
に
響
い
て
き
ま
す
の
で
、
町
長
と

相
談
し
有
効
な
財
源
を
確
保
し
た
と
こ

ろ
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
永
原
町
長　

今
確
か
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
社
会
に
な
っ
て
使
う
人
は
あ
る

で
し
ょ
う
し
、
学
校
に
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

導
入
し
て
や
る
よ
う
に
な
る
し
、
今
後

早
急
に
検
討
す
る
課
題
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

通
信
会
社
が
負
担
す
る

の
で
は
な
い
で
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

担
当
に
確
認
さ
せ
ま

し
た
が
、
通
信
会
社
は
、
利
益
が
上
が

ら
な
い
の
で
、
結
局
大
任
町
は
で
き
な

い
と
の
こ
と
で
す
。

○
奥
永
委
員　

町
営
住
宅
の
数
を
教
え

て
下
さ
い
。

○
事
業
課
長　
公
営
住
宅
が
４
１
２
戸
、

改
良
住
宅
が
１
５
８
戸
、
合
わ
せ
て

５
７
０
戸
あ
り
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

そ
れ
に
対
し
て
空
き
家

は
ど
れ
だ
け
あ
り
ま
す
か
。

○
事
業
課
長　

空
き
家
が
３
月
現
在
で

72
戸
あ
り
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

入
居
に
希
望
者
は
何
世

帯
あ
り
ま
す
か
。

○
事
業
課
長　

希
望
者
は
、
昨
年
の
４

月
に
募
集
し
ま
し
て
、
そ
の
前
か
ら
待
っ

て
い
る
人
も
い
ま
し
て
、
現
在
、
平
成

27
年
度
、
何
件
か
入
居
さ
せ
て
き
て
お

り
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
32
名
ほ
ど
待
っ

て
い
る
状
態
で
す
。

○
奥
永
委
員　

そ
う
い
う
人
は
、
い
つ
ど

う
い
う
方
法
で
入
居
さ
せ
る
の
か
。

○
事
業
課
長　

ご
存
知
の
よ
う
に
古
い

住
宅
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
建
て

替
え
の
た
め
に
、
新
築
の
空
き
家
が
44

戸
く
ら
い
あ
る
の
で
す
が
、
建
て
替
え

の
た
め
に
仮
入
居
し
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
そ
の
分
を
と
っ
て

お
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
で
希
望

者
の
方
は
い
ろ
い
ろ
希
望
を
の
せ
て
い

ま
す
の
で
、
希
望
に
合
わ
な
い
場
合
は

入
居
で
き
な
い
の
で
、
長
年
待
っ
て
い
る

と
い
う
状
態
で
す
。
ど
う
し
て
も
希
望

に
沿
わ
な
い
方
は
、
残
っ
て
い
く
と
い
う

状
況
で
す
。

○
奥
永
委
員　

何
年
も
空
き
家
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
そ
う
い
う
の

を
随
時
入
れ
る
の
か
、
年
に
抽
選
会
を

開
い
て
い
る
の
か
入
居
さ
せ
て
い
る
準
備

を
し
て
い
る
の
か
。

○
事
業
課
長　
準
備
は
し
て
い
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

家
賃
は
、
条
例
で
決
め

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
例
え
ば

世
帯
主
が
亡
く
な
っ
て
奥
さ
ん
だ
け
に

な
っ
た
ら
そ
の
時
の
家
賃
は
ど
う
な
る

の
か
。

○
事
業
課
長　

家
賃
は
毎
年
10
月
１
日

現
在
で
、
翌
年
度
の
家
賃
を
決
定
す
る

わ
け
で
す
。
そ
の
時
に
世
帯
主
の
方
が

亡
く
な
っ
て
も
、
そ
の
年
度
ま
で
は
そ
の

ま
ま
で
す
。
そ
の
次
の
家
賃
は
10
月
１

日
現
在
で
前
年
度
所
得
で
決
定
し
ま
す

の
で
、
世
帯
の
方
が
亡
く
な
れ
ば
所
得

は
下
が
る
の
で
、
家
賃
も
下
が
る
と
思

い
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

毎
年
査
定
す
る
わ
け
で

す
か
。

○
事
業
課
長　
毎
年
、
収
入
申
告
が
あ

り
ま
し
て
、
家
賃
を
決
定
し
て
お
り

ま
す
。

○
奥
永
委
員　

今
言
わ
れ
た
よ
う
に
、

世
帯
主
が
亡
く
な
っ
た
場
合
国
民
健
康

保
険
で
お
る
と
い
う
人
も
住
め
ま
す
か
。

○
事
業
課
長　
住
め
ま
す
。

○
奥
永
委
員　
そ
れ
と
で
す
ね
、
結
局
、
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議
会
で
は
皆
様
方
の
生

活
に
直
結
す
る
予
算
な

ど
が
審
議
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
多
く
の
方
々
に

議
会
審
議
を
傍
聴
し
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
定
例

会
は
平
成
28
年
6
月
の

予
定
で
す
。

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　
米
丸　
年 

一

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　
毛
利　
英
文

●
委　
員

　
　
佐
々
木　
次
男

●
委　
員

　
　
永
原　
髙
文

●
委　
員

　
　
坂
本　
年
行

●
委　
員

　
　
次
谷　
隆
澄

日
程
第
１
～
日
程
第
24

議
案
の
一
括
上
程

（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長
に
対
す

る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

佐
々
木
次
男
）

　

３
月
４
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託
さ

れ
た
12
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
４
日
午

前
11
時
か
ら
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催

し
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
委
員
会

は
原
案
の
と
お
り
12
議
案
を
全
員
異
議

な
く
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

坂
本
年
行
）

　
３
月
４
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託
さ

れ
た
12
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
７
日
午

前
10
時
か
ら
地
域
振
興
常
任
委
員
会

今
滞
納
金
は
ど
の
位
で
す
か
。

○
事
業
課
長　

滞
納
に
つ
い
て
は
、

過
年
度
分
か
ら
ず
っ
と
合
算
し
て

６
千
９
０
０
万
円
位
で
す
。

○
奥
永
委
員　

全
部
い
っ
ぱ
い
に
な
れ

ば
入
っ
て
き
ま
す
よ
ね
。

○
事
業
課
長　
い
え
滞
納
で
す
。

○
奥
永
委
員　

工
事
の
業
務
委
託
発
注

状
況
。
つ
ま
り
仕
事
工
事
発
注
工
事
名
、

予
定
価
格
、
そ
し
て
落
札
価
格
、
受
け

た
会
社
、
責
任
者
の
そ
の
月
に
あ
っ
た

入
札
を
広
報
紙
に
載
せ
て
ほ
し
い
。

○
永
原
町
長　

毎
月
入
札
し
た
分
を
載

せ
た
い
の
で
す
が
、
住
宅
と
か
は
同
じ

も
の
を
建
て
て
い
る
か
ら
金
額
が
出
る

の
で
そ
れ
は
教
え
ら
れ
な
い
。
広
報
紙

に
載
せ
る
意
味
は
何
で
す
か
。

○
奥
永
委
員　

よ
そ
の
広
報
紙
に
は

載
っ
て
ま
す
か
ら
。

○
永
原
町
長　

そ
れ
は
議
会
議
決
の
分

で
し
ょ
。

○
奥
永
委
員　
掲
示
板
的
に
載
っ
て
ま
す
。

○
坂
本
委
員
長　

議
会
議
決
だ
け
で

し
ょ
。
他
は
載
っ
て
な
い
と
思
う
。
大

任
町
の
場
合
入
札
の
時
に
同
じ
住
宅
が

建
っ
て
い
く
の
に
金
額
が
分
か
っ
て
し

ま
う
。

○
永
原
町
長　

議
会
議
決
分
は
載
り
ま

す
よ
。

○
奥
永
委
員　

総
務
課
長
、
交
通
公
園

の
ト
イ
レ
改
修
の
予
算
は
計
上
し
て
い

ま
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

計
上
し
て
い

ま
せ
ん
。
今
回
、
過
疎
計
画
を
議
案
に

上
程
し
て
い
ま
す
。
議
決
後
、
県
に
提

出
し
た
後
に
な
り
ま
す
。

○
永
原
町
長　

緊
急
性
の
高
い
も
の
か

ら
、
順
次
計
画
に
載
せ
、
県
に
申
請
し

て
や
っ
て
い
き
ま
す
。

○
奥
永
委
員　
分
か
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

委
員
会
は
原
案
の
と
お
り
12
議
案
を
全

員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま

し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
１
号　

専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第
２
号

　

大
任
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
）

・
議
案
第
２
号　
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
専
決
第
３
号　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
３
号　

大
任
町
臨
時
的
任
用

職
員
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
４
号　
大
任
町
行
政
不
服
審
査

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
５
号　
大
任
町
農
業
委
員
会
の

委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
定
数
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
６
号　
大
任
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
単
純
な
労
務
に
雇
用

さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
議
案
第
７
号　
大
任
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
大
任
町
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
８
号　
大
任
町
議
会
の
議
員
そ

の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償

等
に
関
す
る
条
例
及
び
大
任
町
職
員
の

再
任
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
９
号　

大
任
町
行
政
手
続
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
10
号　
大
任
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
11
号　
大
任
町
温
室
ハ
ウ
ス
等

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
12
号　

大
任
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
議
案
第
13
号　

大
任
町
予
防
接
種
健

康
被
害
調
査
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
14
号　

大
任
町
保
育
の
実
施

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ

い
て

・
議
案
第
15
号　

田
川
郡
東
部
環
境
衛

生
施
設
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村
数
の

増
加
及
び
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
16
号　
町
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

・
議
案
第
17
号　

大
任
町
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
18
号　
平
成
27
年
度
大
任
町
一

般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
19
号　

平
成
27
年
度
大
任
町

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
20
号　
平
成
27
年
度
大
任
町
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
21
号　
平
成
28
年
度
大
任
町
一

般
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
22
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

・
議
案
第
23
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

・
議
案
第
24
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

︽
以
上
24
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・
討
論

な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く

可
決
︾

以
上
で
平
成
28
年
第
１
回
大
任
町
議
会

定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。
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